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中国の子どもの遊びと生活時間の実態に関する研究
―中国吉林省白山市の子どもと親世代の比較を通して―
趙　梓淇　　丸山　富雄
キーワード：子ども　遊び　生活時間　中国
A Study on Children’s Games and Their Activities
―The Comparison between Children and Their Parents
in Baishan City, Jilin in China―
Ziqi  Zhao       Tomio  Maruyama
ABSTRACT
This paper studies about games and activities of Chinese children and compares them with
those of their parents.
Subjects consist of two hundreds pupils at elementary schools in Baishan city and their
parents (132 fathers, 139 mothers).
The comparison between Chinese children and Japanese ones reveals that the former gets
up and goes to bed earlier, studies longer and watch TV less than Japanese counterparts,
respectively. Furthermore, our study makes it clear that current Chinese children have
few times to play outside, instead they tend to spend much time on TV games or internet
at home.
The comparison with games which Chinese children’s parents played about 25 years ago
reveals that the time which the current children spend on games has become shorter, and
what, where and with whom they play are diﬀerent from their parents’.
Key words：Children Games Activities China
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Ⅰ．はじめに
１．研究の背景　
1980年代から、中国は急速な経済発展に
より、日本や欧米に匹敵する経済大国とな
った。現在、中国では経済の発展とともに、
競争社会となり、よい就職のためにも受験
競争が激化している。学校では進学率を最
も重視しており、体育の授業が受験教科に
振り返られたり、ほとんど授業が成り立た
ない状況も報告されている。政府の強い提
唱で始まった「陽光体育運動」も、その目標
にはまだまだ届いていないのが現実であ
る。
また一方で、改革開放政策が始動した
1979年に始まった人口規制のことを指す
一人っ子政策により、親の期待も過剰にな
り、子どもを甘やかすとともに、家族も自分
の子どもには余計なことは何もせず、一生
懸命、勉強してほしいという希望がある。こ
のような状況の中で、子ども達は長時間、学
校で勉強し、家に帰ると宿題に追われ、また
多くの子どもが塾に通っている。テレビを
見ること以外の自由時間はほとんどないの
が現状である。
かつての子どもの遊びは外遊びの時間が
多く、大勢の遊び集団の中で、子どもは自発
的に遊びを通して成長するものであった。
現在の子どもは外遊びの時間がほとんどな
くなっている。子どもの多くが自分の家で、
テレビゲーム、インターネットなどの遊び
をしていることが予想される。
2．目的
現在の小学生の生活や遊びの実態を調査
し、特に親世代との遊びの相違に焦点を当
て、中国の子どもを取り巻く課題や問題点
を明らかにすることを目的とする。
３．仮説の提示
先行研究等から以下の仮説を立て、その
検証を行う。
①「中国の子どもは日本の子どもと比較す
ると、勉強時間が長い。」
②「約 25年前の親世代の子どもの頃と比較
すると、現在の子どもの遊び時間は短
い。」
③「同じく、親世代の子どもの頃と比較する
と、現在の子どもの遊びの内容、場所、仲
間などが大きく変わった。」
Ⅱ．研究方法
調査対象者：白山市の G小学の５年生
200名およびその両親。
回収数：子ども 200（回収率 100％）
父親 132（回収率 66％）
母親 139（回収率 69.5％）
調査時期、方法：2012年 5月、アンケー
ト調査および学校での観察とインタビュ
ー。
調査内容：子どもへの調査は、生活時間
と遊びの実態を主な内容とした。両親への
調査は、子どもの頃（約 25年前）の遊びの
内容を主とした。
分析方法：子どもの生活実態および遊び
について、男女別にクロス集計を行いカイ
二乗検定を行った。その際、データがある項
目については日本のデータと比較も行っ
た。次に、現在の子どもと親世代の遊びの実
態を比較するために、男子と父親、女子と母
親を同様にクロス集計、カイ二乗検定を行
った。最後に、子どもと親世代の遊び環境の
違いを明らかにするため、数量化Ⅱ類によ
る分析を行った。
Ⅲ．結果と考察
１．子どもの生活時間と遊び
（日本のデータはベネッセ、2009年か
ら作図）
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１）起床及び就寝時間
図１−１　起床時間の中日比較　
図１−2　就寝時間の中日比較
図１−１，2は男女合計での、中国と日本
の子どもの起床時間および就寝時間の比較
である。6時前の起床では中国の子どもは
28％、日本は 9.5％で、中国の子どもの方が
日本の約 3倍となっている。また 10時前に
寝る子どもは、日本は 35.6％であり、中国の
半数以下となっており、このことからも中
国の子どもは、日本の子どもと比較すると、
早寝早起きであることが分かる。
２）朝食
図 1−3　朝食の時間
図 1−4　朝食の同伴者
中国の子どもは学校が早く始まることも
あり、朝食もかなり早い時間に食べている。
ほとんどの子どもが朝食を食べているが、
中には「一人で」あるいは「友達と外で」食
べる子どももおり、中国では一般的である
両親の夫婦共働きの影響が出ている。
３）勉強
図 1−5　勉強時間の中日比較
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中国と日本の子どもの平日および休日の
勉強時間（２時間以上）を比較したものが図
1−5である。中国の子どもは平日 25.0％、
休日 43.5％、日本の子どもは平日 11.9％、休
日 13.8％である。これ見ると、平日も休日も
明らかに中国の子どもの方が多く勉強して
いる。
図 1−6　塾の種類　：Ｐ＜0.001
中国の子どもは、語学教室や学習塾など
様々な塾や教室に通っていることも分かっ
た。「スポーツ教室」の参加者は男女で大き
な差が見られた。また図 1−7から、学習塾
での勉強時間は、男女ともに「1時間～2時
間」が最も多くなっているが、2時間以上勉
強する子どもも、男子では 50％以上、女子
では 30％程度いることも分かり、現在の中
国の子どもの教育熱がよく表れている。
図 1−7　学習塾での勉強時間　P＜0.01 
４）テレビの視聴時間
図 1−8　テレビ視聴時間の中日比較
テレビ視聴時間を中日間で比較すると、
日本の子ども達のほうが明らかに長時間テ
レビを見ていることがわかった。
５）遊びの実態
遊び相手（図 1−9）については、テレビ、
インターネットの普及、および一人っ子政
策により兄弟が少なくなったことから、学
校の友達以外では一人で遊ぶことが多くな
っていることがわかった。
また「遊びを教えてくれる人やもの」（図
1−10）については、「友達」が男子 40.4％、
女子 41.5％で最も多くなっているが、「イン
ターネット」（男子 30.9％、女子 23.6％）も
非常に多く、今後もインターネットから遊
びの情報を得ることはますます多くなると
予想される。男女間ではほとんど差は見ら
れなかった。
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図 1−9　遊び相手　P＜0.05
図 1−10遊びを教えてくれる人やもの
平日の遊び時間（図 1−11）で最も多かっ
たのは、男子では「1時間～2時間」（35.1％）、
女子では「1時間以内」（39.6％）であった。
休日の遊び時間（図 1−12）では、最も多い
のは男子では「3時間以上」48.9％、女子は
「1時間～2時間」34.0％であるが、女子も「3
時間以上」と回答した子どもは 29.2％おり、
平日同様、遊びの時間をしっかり確保して
いることが分かった。男子の方が長時間遊
んでいるようで 5％レベルの差が見られ
た。
図 1−11．遊び時間（平日） P＜0.05
図 1−12　遊び時間（休日） P＜0.05
図 1−13　遊び場所
遊び場所について、男女とも「自分の家」
（男子 44.7％、女子 47.2％）が最も多くなっ
ている。
これらの結果から、現在の中国の子ども
の遊びの特徴として、「学校の友達や一人
で」、「自分の家で」遊んでいるという状況が
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浮かび上がる。　
２．親と子どもの遊びの比較
（男子と父親、女子と母親の比較）
１）遊び相手
図 2−1　遊び相手（男子と父親）
P＜0.001
図 2−2　遊び相手（女子と母親）
図 2−1，2から、現在の子どもは男女とも
「一人で遊ぶ」と「学校の友達」が多く、両
親の子どもの頃では「近隣の友達」と「兄弟」
が多くなっていることが明らかとなった。
男子と父親では統計的にも大きな差が見ら
れた。
２）遊びを教えてくれる人やもの
図 2−3　遊びを教えてくれる人やもの
（男子と父親）　　　P＜0.001
図 2−4　遊びを教えてくれる人やもの
（女子と母親）　　　　P＜0.001
遊びを教えてくれる人やものの、男子と
父親の比較では、「兄弟」（男子 6.4％、父親
30.3％）、「友達」（男子 40.4％、父親 56.8％）、
「インターネット」（男子 31.9％、父親なし）
の 3項目で大きな違いが見られた。女子と
母親の比較においても同様の結果が得ら
れ、いずれも 0.1％レベルで有意な差が見ら
れた。
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図 2−5　遊び時間（平日）男子と父親
図 2−6　遊び時間（平日）女子と母親
図 2−7　遊び時間（休日）男子と父親
図 2−8　遊び時間（休日）女子と母親
P＜0.001
遊び時間の比較（図 2−5，6，７，8）で
は、平日も休日も両親が 3時間以上という
比率が高く、昔の子どもの方がよく遊んで
いたことが分かった。
図 2−9　遊び場所（男子と父親）P＜0.001
図 2−10　遊び場所（女子と母親）
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遊び場所（図 2−9、10）では、子どもの
方は「自分の家」が多く、父親では「広場や
空き地」や「山、海、川」などの屋外での場
所が多く、母親の方は「広場や空き地」の回
答に違いは見られたが、男子ほどではなく、
昔から女の子の遊び場所はそれほど変わら
ないということがわかった。
３．子どもと親世代の遊び環境の違い
（数量化Ⅱ類分析）
表 3−1　数量化Ⅱ類　結果
図 3−1　数量化Ⅱ類の結果
現在の子どもと親世代の遊び環境は何が
違うのか、その特徴を明らかにするため、子
どもと両親を基準変数、平日・休日のテレ
ビ視聴時間、遊び相手、遊びを教えてくれる
人やもの、平日・休日の遊び時間、遊び場所
の 7変数を説明変数として数量化Ⅱ類に
よる分析を行った。
遊び環境で最も大きな違いは、「遊びを教
えてくれる人やもの」で、次に「遊び相手」
や「遊び場所」ということになった。親世代
は日本の状況も含め、かつての子どもの遊
びの環境や様子が良く見て取れる結果とな
った。すなわち兄弟や近所の友達と多人数
で、山や川、広場や空き地の自然の中で長時
間遊んでいたこと、現在の子どもは親や一
人あるいは学校の友達と、家の中や公園で、
テレビやインターネットを中心とした遊び
を行っていることがわかった。
70
Ⅳ．仮説の検証
仮説１：「中国の子どもは日本の子ども
と比較すると、勉強時間が長い。」
中国の子どもは日本の子どもに比較する
と、勉強時間がかなり長く、仮設１は検証さ
れたといえる。
仮説２：「約 25年前の親世代の子どもの
頃と比較すると、現在の子どもの遊び時間
は短い。」
遊び時間に関し、調査対象者の子ども達、
特に男子では、3時間以上が平日で約１/
４、休日では半数おり、しっかり遊び時間を
確保していることが分かった。しかし親世
代と比較すると少なくなっており、このこ
とから仮説 2についても検証されたといえ
る。
仮説３：「同じく、親世代の子どもの頃と
比較すると、現在の子どもの遊びの内容、場
所、仲間などが大きく変わった。」
現在の子どもと両親が子どもの頃の遊び
時間、内容、場所、仲間、遊びを教えてくれ
る人やものなどを比較した結果、多くの項
目で違いがみられた。しかし遊びの場所と
仲間（遊び相手）においては、男子と父親で
は統計的にも差が見られたが、女子と母親
では差は見られず、仮説 3は一部が検証さ
れたといえる。
Ⅴ．今後の課題
本研究では、中国の子どもの生活時間と
遊びの世代間比較に関し研究を行ったが、
時間の関係から子どもおよび親だけの実態
調査となってしまった。しかも調査対象者
が吉林省白山市の小学校 5年生だけとなっ
てしまった。今後、さらに地域を広げて調査
を行う必要がある。同時に、子どもの生活実
態と遊びについて、子どもと両親に限らず、
祖父母などとの比較、さらに都市部と農村
部の比較等、広範で詳細な分析も行ってい
くべきであると考えている。これらのこと
が今後の課題である。
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